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令和7年度
東北建設業協会ブロック会議開催される
国土強靭化の計画的推進と社会インフラ整備予算の確保、設計労務単価改定と地域間格差
の解消など６項目を提案

　東北建設業協会ブロック会議が、令和７年10月20日
（月）、盛岡市のホテルメトロポリタン盛岡NEWWING
で開催された。
　会議には、東北６県建設業協会の会長、副会長や役員
など約90名、来賓として達増岩手県知事（代理　八重樫
副知事）、城内岩手県議会議長、国土交通省の藤田大臣
官房審議官、小島大臣官房審議官、奥田大臣官房技術調
査課長、柴田大臣官房技術調査課建設技術調整室長、渡
邊不動産・建設経済局建設業課長、東北地方整備局幹部、
東北各県県土整備部（土木部）部長はじめ、今井全国建
設業協会会長等約60名、総勢150名が一同に会した。
　東北建設業協会連合会の千葉会長は、国土強靭化や公
共事業予算確保の重要性に触れ「東北の未来を守る最後
の砦としての地域建設業の役割を自覚している。東北の
持続的な発展に貢献するため、危機管理産業として地域
の安全・安心を守り続ける。安定的な公共事業予算の確
保、中長期的な事業の確保が必要。」と挨拶した。

　同会議における議題は、
⑴�国土強靭化の計画的推進と社会インフラ整備予算の確
保について
⑵�設計労務単価改定と地域間格差の解消等について
⑶�第三次・担い手3法を踏まえた適切な運用と適正な利
潤の確保について
⑷�働き方改革の推進と生産性向上について
⑸�頻発化・激甚化する自然災害における施工確保対策の
在り方について
⑹�地域建設業の担い手確保・育成に関する支援について
の６項目を提案し、国土交通省及び各県県土整備部（土
木部）等からの回答を求めた。
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東北地方工事安全施工推進大会
（SAFETY2025）開催される

優良企業（現場代理人）表彰者（本協会関係者）

「安全に関する体験・提案文」優秀論文表彰者（本協会関係者）

　東北地方における公共工事の安全施工の啓発と事故撲滅を目的として、東北地方整備局と東北
６県、仙台市、東日本高速道路㈱東北支社の発注機関と、（一社）東北地域づくり協会及び（一社）
東北建設業協会連合会をはじめとする関連 15 団体が主催する「東北地方工事安全施工推進大会
（SAFETY2025）」が、10 月８日（水）日立システムズホール仙台で開催され、山形県建設業協
会からも多数の関係者が参加した。
　『多様な仲間と　築く安全　未来の職場』をスローガンに開催された大会では、東北地方で発
注された公共工事の中から、労働災害防止活動に積極的に取り組み、安全施工に貢献した現場代
理人 66 名と、「安全に関する体験・提案文」の優秀論文 24 編の作者が表彰された。
　本協会関係の優良企業（現場代理人）12 名、優秀論文では３名が表彰された。

発注機関名 工事名 会社名 代理人氏名

東
北
地
方
整
備
局

山形河川国道事務所 上台古口地区改良舗装工事 沼田建設㈱ 奥山　高志

山形河川国道事務所 最上川上流大久保第一遊水地上流改良工事 升川建設㈱ 加藤　健太郎

山形河川国道事務所 寒河江国道館内橋梁補修工事 國井建設㈱ 小野　彰大

新庄河川事務所 赤川流域水上沢砂防堰堤工事 ㈱丸高 佐藤　義治

酒田河川国道事務所 最上川下流新堀地区河道掘削外工事 ㈱丸高 佐藤　拓己

福島河川国道事務所 東栗子トンネル外補修工事 置賜建設㈱ 髙橋　文孝

山
形
県

置賜総合支庁 令和５年度（明許）道路施設長寿命化対策事業（交付金・国道舗装）
一般国道２８７号舗装補修工事（畔藤工区） ㈱梅津組 佐藤　正美

置賜総合支庁 令和５年度（明許）河川整備補助事業（防災安全・国補正）
羽黒川河川整備工事 太田建設㈱ 黒澤　　貢

庄内総合支庁 令和５年度（繰越）土砂災害対策事業（防災安全・地すべり
(国補正)）西目地区地すべり対策工事（第４工区） ㈱鈴木工務店 早坂　伸一

村山総合支庁 令和５年度（明許）河川整備補助事業（防災安全・国補正）
馬見ヶ崎川河川改修工事 渋谷建設㈱ 瀬野　　隆

最上総合支庁 令和５年度真室川北部１期・２期地区水田農業低コスト等基盤整備
事業第１工区工事 星川建設㈱ 笹原　新一

東
日
本
高

速
道
路
㈱

鶴岡管理事務所 山形自動車道　鶴岡インターチェンジ駐車場改良工事 菅原建設㈱ 砂田　専陽

受　賞 タイトル 会社名 氏　名

佳作 コミュニケーションから安全管理へ 羽 陽 建 設 ㈱ 進藤　雅俊

佳作 安全意識の向上 渋 谷 建 設 ㈱ 熊澤　直哉

佳作 建設工事現場（作業所）での安全対策 ㈱ 丸 高 綱淵　浩生
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01 令和７年度
建設産業振興策に関する
要望活動を実施

　着実な社会資本整備の推進を図るための、公共事業予算の安定的な確保、地域間格差を解消する
全国一律の全国統一価格の設計労務単価、ＩＣＴ活用などによる建設ＤＸに向けた導入環境の整備、
社会資本整備や災害対応、除雪など地域に貢献する会員企業が安定した経営ができる環境整備など
を強く要望する内容とした建設産業振興策に関する要望活動を、10月24日（金）に折原山形県副知事、
永尾県土整備部長及び関係部課長、山形県議会田澤議長に対して要望活動を行った。
　要望内容は下記のとおり。

令和７年度建設振興策に関する要望

1 公共事業予算の安定確保による豊かで安全・安心な県土づくり

① 「社会資本整備重点計画」及び「国土強靱化実施中期計画」の計画的推進
　県民生活の安全・安心の確保、持続可能な地域社会の形成、経済活動を支える基盤整備などにより豊かな
地域社会をつくるため、「社会資本整備重点計画」の計画的な推進とともに、令和７年６月に閣議決定され
ました「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づき、防災インフラの整備・管理、ライフラインの強靱化な
どの施策を進めるとともに、地域の守り手として重要な役割を担う地域建設業が、その社会的使命を十分に
発揮できるよう、将来に希望が持てる公共事業予算の計画的・安定的な確保をお願いします。

② 高速交通ネットワークの早期整備とミッシングリンクの早期解消
　山形県の高速道路の供用率は、計画の86%、全国の90%、東北の94%（本県を除く東北５県では96%）に対し、
未だに低く、さらに多くのミッシングリンク区間や未整備の横軸道路を抱え十分な機能を発揮できない状況
となっています。
　大規模地震、梅雨前線や大型台風による豪雨災害が全国各地で頻発する中、自然災害から地域住民を守る
命をつなぐ道として、また、本県の観光交流や経済活動の拡大、災害時の代替機能を確保するため、高速交
通ネットワークの早期整備とミッシングリンクの早期解消を図られるようお願いします。

③ 地域経済を活性化する機動的な予算措置と、切れ目のない工事発注
　米国トランプ大統領による一方的な対日関税発動による先行きが見通せない経済情勢、ウクライナや中東
での紛争や為替の急激な変動などによるエネルギーコストや資材価格の上昇、工事量の減少と地域的な偏り
の影響を受ける中、地域建設業が担っている雇用の安定・確保、地域経済の活性化のため、景気動向に応じ
て公共事業の追加的予算措置を機動的に講じるとともに、切れ目のない工事発注をお願いします。
　また、建設資材価格の上昇・高止まりについては、先行きが不透明な状況が続いており、市場価格の変動
状況のきめ細やかな掌握と、それを踏まえた適正な設計価格の設定を随時行うとともに、変動が著しい資材
に係る設計変更、スライド条項の適用、適切な工期設定について柔軟な対応をお願いします。

２ 建設業の生産性向上、働き方改革の推進、経営安定と人材確保

① 建設ＤＸ等による生産性の向上・働き方改革の推進・新４Ｋの実現
　ＩＣＴ活用による建設ＤＸの推進やプレキャスト化の推進による生産性向上とともに、働き方改革の取組
みにより、「給料がよい・休暇がとれる・希望がもてる」に「かっこいい」を加えた新４Ｋへの転換を早期
に進め、建設業の魅力を高め、経営の安定、人材の確保・育成などの建設業を巡る課題を早急に解決してい
く必要があります。
　このことから、改正されました品確法の趣旨を踏まえ、週休２日制を前提とした適正な工期設定、債務負
担や繰越制度の活用による３月末に集中していた工期末の分散化、施工時期の更なる平準化の取組みとして、
現状、閑散期となっている春先の現場稼働を高めて、生産性向上を図るため、更なる発注時期の前倒しと集

（折原副知事）

（田澤議長） 

（要望風景）

（要望風景）
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　公共工事の総合評価落札方式では、会員企業の一層確実な評価充実が図られるよう、引続き加点対象項目
や評価内容の見直しを進めるようお願いします。

⑤ 災害復旧工事に係る設計積算の改善
　地域の建設業が担う社会的役割として、大雨や地震などによる災害発生時の対応については、日頃から備
えを行うとともに、地域の安全・安心、住民生活や経済活動の早期復旧・復興に向け行政機関等と連携し、
災害復旧工事を優先的に取組んでいます。
　しかしながら、一部の災害復旧工事においては、現地の施工条件と乖離した仮設工法による設計・積算に
よる工事発注が行われ、やむを得ず入札不参加や未応札の判断を行わざるを得ない状況が発生しております。
　つきましては、地域の早期の復旧・復興を図るため、災害査定に申請する仮設工法については、現場の施
工条件を踏まえた設計・積算に取組んでいただくとともに、仮に現地条件と乖離した工法の場合でも、柔軟
に変更対応するような明確な意思表示として仕様書へ明示など、早期の復旧・復興のために、地域の建設業
が躊躇なく受注できるよう設計・積算の改善をお願いします。

⑥ 建設残土の適切な処理の推進
　令和３年７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を契機とした、危険な盛土を規制する「宅地造成及び
特定盛土等規制法（盛土規制法）」の改正と合わせ、建設発生土の適正な再利用を図るため「資源有効利用
促進法」の改正も行われたところです。
　「資源有効利用促進法」では、公共工事発注者には指定利用等の原則実施と適正な経費計上、受注者には
再生資源利用促進計画の対象の拡大と強化、ストックヤード運営事業者には登録制度の創設など、建設発生
土の搬出先の明確化が図られるよう取組み強化が行われました。
　山形県では、令和７年４月から盛土規制法に基づき、安全性の確保や責任の明確化などの規制も開始され
ておりますので、発注者におきましては、流用先の事前調整や処分地の指定、建設発生土リサイクルプラン
トの活用、運搬処理に係る適切な費用計上などの取組みの強化をお願いします。

⑦ 建設業振興に向けた支援
　社会資本の整備や維持管理、地域経済の活性化や雇用の確保、災害復旧などの役割を担う地域建設業に対
する正しい理解と評価が得られるよう「建設業の振興」という観点から政策目標を示し、技術力や経営力の
強化支援策、降雪地域の実情を踏まえた更なる平準化の推進、人材の確保・育成策などに取組むとともに、
長期的・総合的な視野をもった戦略的広報に取組まれるようお願いします。
　また、建設業に係る就業者不足対策、生産性向上、多様な人材活用などを進めるためには、建設ＤＸ・Ｉ
ＣＴ活用による「i-Construction」を推進していく必要があるが、一方、建設ＤＸに係る人材育成やソフト
ウエア導入、ＩＣＴ機器整備と技術者の育成、ＩＣＴ建設機械の調達など受注者の態勢整備には多額の初期
投資が必要なため、発注者においては、計画的で安定した予算と工事の確保、降雪期や荒天時への対応、小
規模工事における技術開発と適正な積算など、地域建設業が無理なく取組めるような導入環境の整備をお願
いします
　また、事業継承時の課税負担が課題となりスムースな事業継承が進まないことがあることから、地域建設
業が、将来にわたって安定的・継続的に、その社会的役割を果たせるよう、税制の改善について関係機関へ
の働きかけをお願いします。

中化に取組まれるとともに、共通仕様書の見直し、工事書類の発注者間の共通化や削減、ガイドラインの整
備などによる技術者の負担軽減に引続き取組まれるようお願いします。
　特に、国や県においては、今後さらに建設ＤＸ推進による現場生産性の向上を図るため、ＩＣＴ施工や建
設ＤＸへの対応が遅れている小規模事業者へのＩＣＴ機器導入やその活用等のサポートメニューの強化や、
技術レベルに応じたＤＸ活用研修の開催などに取り組まれるとともに、市町村工事における紙書類の削減や
ＡＳＰの利活用などを進めるよう、改正品確法を踏まえた助言や指導を行うようお願いします。
　また、受注後の工事中断や技術者の長期留め置きの原因となる、関係機関との協議が未了な状況で工事発
注が行われる事例の改善が進んでおりませんので、発注前の関連機関との協議完了を徹底させるとともに、
変更協議が必要となった場合は、受発注者が対等な立場で速やかになされるようお願いします。

② 設計労務単価の改善
　ここ数年間の賃金改定により普通作業員の設計労務単価は、14年連続の引上げとなり、過去最高の水準と
なっておりますが、一方、物価上昇の影響などで実質的な賃金改善の実感はありません。
　また、首都圏や東北域内でも太平洋側地域との間に大きな地域間格差が生じており、人口流出や若者の建
設業離れ、建設業従事者の高齢化の進行に加え、隣県都市との距離的・時間的な要因による、働き手の県境
を越えた移動が恒常化しており、新たな担い手確保に支障を来し、技術や技能の継承はもとより災害時の緊
急対応など社会的使命を果たすことが困難な状況になりつつあります。
　このような状況を改善するため、将来的には全国統一の設計労務単価を目指しながらも、当面の対策とし
て、例えば、東北地方の単価を同一とし、賃金格差を解消するよう、現行の労務費調査のあり方とともに、
予算決算及び会計令の見直しを早急にお願いします。

③ 管理経費を含めた積算基準等の見直し
　現行の積算基準は週休二日制工事や時間外労働規制などを前提としていないこと、作業条件の実態が適切
に反映されていないこと、工事の一部中止などに伴う技術者に係る人件費や現場の運営に必要な経費の増加
が受注者の負担となることなど、現場の実態と乖離があることから積算基準について全面的な見直しを早急
にお願いします。
　また、技術者や事務部門の職員の給与水準の引き上げの経費が企業負担となっていることから、現場管理
費等の工事間接費の積上方式による積算を含めた見直しも合わせてお願いするとともに、時間外労働上限規
制の遵守に取組むため、工期設定にあたっては、工事内容や規模などに加えて、工事に従事する者の休日や
労働時間を考慮した、適切な運用をお願いします。

④ 入札契約制度の改善
　予定価格の上限拘束性の廃止、一部の工事で実施されている工事予定価格の事前公表の速やかな廃止とと
もに、ダンピング防止による経営の安定化、目的物の品質確保、労働災害防止を図るために低入札調査基準
価格及び最低制限価格について、一般管理費の国土交通省並みの改定による一段の引き上げ、中央公共工事
契約制度運用連絡協議会モデルに対応していない市町村の入札制度の改善を早急に進めるようお願いします。
　地域の安全・安心の守り手としての役割を担う協会会員企業の受注機会の確保及び優先的な工事発注を推
進し、不調不落を未然に防ぐため、工事種別等級区分の見直しによる発注ロット拡大などの制度拡充をお願
いします。
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合には、発注者側からその利用を促すこと及び手続きの簡素化・迅速化を図ること等により、受注者にとっ
て当該制度を利用しやすい環境の整備に努める」とされています。
　下請業者や労働者等に対する円滑な支払いを促進するため、本制度の利用に係る認定手続きの簡素化や、
発注者側から利用を促す取組み等を、より一層進められるようお願いします。

② 地域建設業経営強化融資制度の導入促進
　地域建設業経営強化融資制度は、公共工事の受注者が、発注者に対して有する工事請負代金債権を担保に
事業協同組合等又は一定の民間事業者から出来高に応じて融資を受けられる制度です。
　本制度は、発注者が債権譲渡を承諾することにより、受注者自らが資金調達を行うため、発注者にとって
は財政負担がなく、受注者にとっては工事代金の早期資金化が可能となるなど双方にとってメリットのある
制度です。
　建設業の資金調達の円滑化及び資金調達手段の多様化を図り、もって地域の社会維持活動に寄与する同制
度について、未導入の市町村においては、早期に導入するようお願いします。

③ 電子保証の導入と前払金請求書の押印廃止
　前払金保証、契約保証の提出手続きがインターネットで行える「電子保証」は、国や山形県をはじめ、山
形市、米沢市、寒河江市、東根市、南陽市で導入されています。電子保証の利用により、保証証書提出のた
めの移動時間の削減や事務負担の軽減化が図られ、業務の効率化につながっています。
　また、前払金請求書につきましても、押印不要の電子ファイルでの提出を認めていただくことで、より一
層の効率化が見込まれます。
　つきましては、電子保証の導入と前払金請求書の電子化について、早期に取り組まれるようお願いします。

３ 道路除雪に係る人材確保と経営安定への支援

① 除雪体制の確保
　少子高齢化による担い手不足が深刻な建設業において、厳しい労働条件下にある除雪オペレーターの確保
は深刻な状況にあり、受注者が出来る取組みも限界に近づいており、将来、道路除雪の実施が困難となる地
域が発生することが懸念されています。
　このことから、道路除雪対象路線の集約化・効率化は避けられない状況にありますので、県が中心となっ
て国や市町村と連携し、対象路線の再構築について検討を行うとともに、合わせて、複数年契約や維持管理
業務との統合による除雪オペレーターの安定的な雇用、路線の交通量や種別または各付けに応じた除雪頻度
や単独オペレーター体制の検討、地域維持型契約方式の導入など、中長期的な視点で除雪体制のあり方につ
いて、受注者の意見を聞きながら検討を進めるようお願いします。

② 人材確保への支援
　道路除雪オペレーターは、季節雇用により確保される人材も多いことから、就農人口の減少などにより新
たな担い手の確保が大変困難な状況にあり、将来、道路除雪の実施に深刻な影響及ぼすことが危惧されます。
新たな担い手確保の取組みについて、さらなる支援の強化を行うとともに、受託者任せとなっているオペレー
ター確保について、発注者としても能動的に取組まれるようお願いします。
　特に、除雪機械のオペレーターは、深夜からの機材の準備、家族の協力、住民対応など大きな負担となっ
ており、このような、特殊な状況におかれているオペレーターにとって、魅力ある報酬が得られるような設
計労務単価に改めないかぎり、担い手確保の改善には繋がらないと考えられますので、歩掛かりの抜本的な
改正をお願いします。

③ 経営安定への支援
　地域の建設業が将来も継続的に地域の安全安心の守り手として、安定した経営のもと確実な除雪体制を確
立していくため、少雪時の人件費など経常経費の補填制度創設、待機補償運用基準や除雪機械の車両管理費
の見直し、貸与除雪機械の修理費用の負担軽減、クレーム対応など、道路除雪業務に係る総合的な支援をお
願いします。
　県では、令和２年度に引続き、令和６年度にも待機補償基準の見直しによる支援拡大に取組んでいただい
ておりますが、不足するオペレーター確保に繋がるよう、更なる制度改善について検討されるようお願いし
ます。
　また、令和６年度の見直しにおいて削減されました情報連絡員の経費については、除雪機械の出動判断等
に不可欠な経費であり、受注者負担となっておりますので、情報連絡員経費復活についてお願いします。

４ 建設業の資金繰り支援

① 中間前金払制度の有効な活用
　国、山形県及び県内市町村で導入されている中間前金払制度について、公共工事の品質確保の促進に関す
る法律第24条に基づく「発注関係事務の運用に関する指針」では、「既に中間前金払制度を導入している場
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　令和7年度の担い手確保の取組みとして、10月13日（月）に中学生を対象とした建設ツアーを
開催し、県内の中学生と保護者あわせて33名が参加した。
　大久保遊水地ICT施工工事現場では、株式会社柿㟢工務所の協力により、ICT建機試乗体験、
ドローン操縦体験、建機の操縦シミュレーションを体験した。また、山形県の山形空港事務所の
協力により、山形空港の滑走路において20年ぶりに新しくなった舗装を実際に歩いて見学した。
　参加した中学生からは、「普段入れない所を見学できて楽しかった」「本物の重機に乗せても
らって貴重な体験ができた」などの声が寄せられた。

令和7年度
「中学生対象 建設ツアー」を開催

山形県建設業魅力発信事業
〜最新の建設現場と山形を支えるインフラを見学しよう！〜

1．開催日時：	令和7年8月4日（月）9：15〜16：00
2．開催場所：	現場見学：馬見ヶ崎河川改修工事現場（山形市内）
	 意見交換：ホテルメトロポリタン山形
3．参 加 者：	建設業に興味を持つ女子高校生・短大生　9名
	 山形県建設業協会 女性部会　16名

1．開催日時：	令和7年10月13日（月）
2．見学場所：	①大久保遊水地ICT施工現場
	 　・ICT建設機械試乗体験　・ドローン操縦体験
	 　・重機操縦シミュレーション体験
	 ②山形空港
	 　・滑走路見学　・滑走路用除雪車見学
3．参 加 者：	33名（中学生19名、保護者14名）

　建設業への女性進出を促進するため「けんせつ女子ツアー＆カフェ」を8月4日に開催し、建設
業に興味を持つ県内の女子高校生・女子学生9名と建設業協会女性部16名が参加した。
　午前の部（ツアー）では、山形市内の「馬見ヶ崎川河川改修工事」の現場に向かい、実際現場
で仕事をされている女性技術者からの説明を聞いたあと、ドローンの実演やICT建機の乗車を体
験した。
　午後の部（カフェ）では、昼食をとりながら和やかな雰囲気での意見交換を行い、女性部会の
メンバーからは、「建設業で働いて良かったこと」「入職する際の心構え」など、生徒からの素朴
な質問に優しくアドバイスした。
　参加した生徒からは、「自分の将来に役立つ情報が得られて良かった。」「具体的な体験談を聞
くことができた。」との意見が寄せられ大変有意義な一日となった。

「けんせつ女子ツアー＆カフェ」
を開催

02



1413

04

　令和7年度山形県建設業魅力発信事業の一環として、10月29日（水）に「中学生のための出前
授業in萩野学園」を開催し、7年生から9年生の125名が参加した。
　座学の「災害における建設業の役割について」では、協会が制作した動画を上映し、株式会社
柿㟢工務所の梁瀬優理香さん、大場荘司さんから災害時の体験談や建設業の役割について講和を
いただいた。また、東北地方整備局と山形県建設業協会最上支部のご協力により、3次元CADや
ドローン操縦を行い、普段触れることのない建設業の最新技術を体験した。
　参加した中学生からは、「建設業は建物を建てるだけではなく、除雪や災害で壊れた道路など
も復旧することがわかった」「最初のイメージとは違いドローンやパソコンで道路を作ったりで
きて楽しかった」など、建設業に関心を持つ声が多く寄せられた。

「中学生のための出前授業
in萩野学園」を開催

山形県建設業魅力発信事業
〜建設業のミライを紹介します！〜

1．開催日時：	令和7年10月29日（水）
	 7年生8：35〜10：25　9年生10：35〜12：25　8年生13：45〜15：35
2．開催場所：	新庄市立萩野学園
3．参 加 者：	125名（7年生39名　9年生42名　8年生44名）
4．体験メニュー
　　＜座学＞災害時における建設業の役割について
　　　　　　・動画上映　・講和
　　＜体験＞①3次元CAD体験　②ドローン体験

05

【主　　催】（一社）山形県建設業協会
【協　　力】（公社）日本技術士会東北本部山形県支部
【開 催 日】令和7年9月9日（火）
【開催場所】山形県建設会館 3階 会議室　山形市あさひ町18−25
【講　　師】（公社）日本技術士会東北本部山形県支部会会員 技術士4名
【受 講 者】16名

　建設業界における若年技術者の定着促進と建設工事を適正に施工できる人材の育成を目的とし
て、1級土木施工管理技術検定試験（二次）受験準備講習会を（公社）日本技術士会東北本部山
形県支部の協力のもと開催した。
　受講生は、監理技術者になるために必要な「1級土木施工管理技士」の資格取得を目指して、「経
験記述」「安全管理」「土工」「コンクリート工」等の重要項目について解説を受けながら、過去問、
演習問題を中心に集中して取り組んだ。

令和7年度
1級土木施工管理技術検定
試験（二次）受験準備講習会を開催

【内　　容】
時間割 教　科　目 講　師　名 所　属

13:05 ～ 14:00 1.1「経験記述」問題1　(必須) 富樫 はやと

(公社)
日本技術士会

東北本部
山形県支部

14:00 ～ 14:55 2.1「経験記述」問題1 ポイント解説　(必須)
2.2「安全管理」問題2、問題6　問題10(必須・選択) 玉津　卓生

15:05 ～ 16:00 3.1「土工」問題7、問題8　(選択)
3.2「コンクリート工」問題4、問題9　(選択) 土屋　　勲

16:00 ～ 16:55 4.1「品質管理」問題5　(選択)
4.2「施工計画・環境保全・建設副産物」問題3、問題11　(必須・選択) 湯浅 洋一郎
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 F r o m　協会からのお知らせ
06

【主　　催】（一社）山形県建設業協会
【協　　力】（公社）日本技術士会東北本部山形県支部
【開 催 日】令和7年9月2日（火）・3日（水）・4日（木）（3日間）
【会　　場】山形県建設会館　3階　会議室　山形市あさひ町18−25
【講　　師】（公社）日本技術士会東北本部山形県支部会員技術士　6名
【受 講 者】39名

　土木施工管理技士など国家資格者の役割がますます重要になってきていることから資格取得を
めざす方のために、（公社）日本技術士会東北本部山形県支部のご協力のもと開催した。
　3日間の集中講義により過去の出題傾向を分析し、幅広い範囲の中から確実に資格取得をして
いただけるよう必要な項目にポイントを絞り重点講義方式で解説した。

令和7年度
2級土木施工管理技術検定試験
受験準備講習会を開催

【講習内容】
日　　　程 教　科　目 講　師　名 所　　　属

第1日目
（学科）

9:00 ～
　12:30

ガイダンス（15Ｍ）
西尾　斉

（公社）日本技術士
会東北本部山形県
支部会員技術士

土工・舗装
13:20 ～
　16:35 コンクリート・基礎工 湯澤 洋一郎

第2日目
（学科）

9:00 ～
　12:30 施工管理法 鈴木　崇

13:20 ～
　16:35 法規 角田　五郎

第3日目
（実地）

9:00 ～
　11:45

ガイダンス（15Ｍ）
石井　知征

施工経験記述
12:35 ～
　14:35 記述式演習（土工・安全管理等）

富樫 はやと
14:45 ～
　16:45 記述式演習（コンクリート・建設副産物等）

●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　建退共からのお知らせF r o m　東日本建設業保証㈱山形支店からのお知らせ
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　（公財）建設業福祉共済団からのお知らせ
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　協会けんぽ山形支部からのお知らせ

東日本建設業保証株式会社山形支店（工事場所：山形県）

発 注 者 別 保 証 取 扱 高

年度累計 （金額単位：百万円）

7 月単月 （金額単位：百万円）

区分
発注者

令和7年度 令和6年度 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 280 33,514 259 29,229 21 4,284 8.1 14.7

独立行政法人等 26 2,685 22 4,708 4 -2,023 18.2 ▲43.0

県 728 52,057 662 42,780 66 9,276 10.0 21.7

市 町 村 1,135 48,287 1,151 38,694 -16 9,592 ▲1.4 24.8

地 方 公 社 9 2,361 10 962 -1 1,398 ▲10.0 145.3

そ の 他 44 4,733 56 7,193 -12 -2,460 ▲21.4 ▲34.2

合 計 2,222 143,638 2,160 123,570 62 20,068 2.9 16.2

区分
発注者

令和7年7月 令和6年7月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 56 6,902 58 4,064 -2 2,838 ▲3.4 69.8

独立行政法人等 3 253 4 658 -1 -404 ▲25.0 ▲61.5

県 108 5,687 105 4,673 3 1,013 2.9 21.7

市 町 村 254 6,818 243 8,813 11 -1,994 4.5 ▲22.6

地 方 公 社 2 24 0 0 2 24 − −

そ の 他 12 1,779 10 2,070 2 -290 20.0 ▲14.0

合 計 435 21,466 420 20,280 15 1,186 3.6 5.9
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

8 月単月 （金額単位：百万円）

9 月単月 （金額単位：百万円）

東日本建設業保証株式会社山形支店（工事場所：山形県）

発 注 者 別 保 証 取 扱 高

区分
発注者

令和7年8月 令和6年8月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 35 4,605 34 4,964 1 -359 2.9 ▲7.2

独立行政法人等 6 568 1 54 5 514 500.0 948.9

県 98 6,550 89 4,286 9 2,263 10.1 52.8

市 町 村 142 5,699 167 4,318 -25 1,380 ▲15.0 32.0

地 方 公 社 1 46 2 10 -1 35 ▲50.0 320.8

そ の 他 9 948 7 402 2 545 28.6 135.6

合 計 291 18,418 300 14,037 -9 4,380 ▲3.0 31.2

区分
発注者

令和7年9月 令和6年9月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 23 2,080 21 922 2 1,158 9.5 125.6

独立行政法人等 8 557 2 112 6 445 300.0 397.3

県 159 8,035 149 5,999 10 2,036 6.7 33.9

市 町 村 175 5,601 168 5,071 7 529 4.2 10.4

地 方 公 社 4 1,649 2 561 2 1,087 100.0 193.6

そ の 他 12 847 12 2,379 0 -1,531 0.0 ▲64.4

合 計 381 18,772 354 15,046 27 3.726 7.6 24.8

代表者変更
丸充建設㈱（最上支部）
　（新）代表取締役　佐藤 慎也
　（旧）代表取締役　佐藤 雅紀

代表者変更
㈱葛麓（最上支部）
　（新）代表取締役　小野 吉美
　（旧）代表取締役　押切 　潤

代表者変更
大場建設㈱（酒田支部）
　（新）代表取締役　大場 清悦
　（旧）代表取締役　大場 弥市

代表者変更
村山建設㈱（西村山支部）
　（新）代表取締役　村山 文也
　（旧）代表取締役　成原 　明

訃　報
㈱まるしげ（西村山支部）
　代表取締役　志藤 晶郁 氏
　御尊父　　志藤　正 様
　令和7年7月17日逝去（84才）

訃　報
前田製管㈱（酒田支部）
　代表取締役　前田 直之 氏
　御尊父　　前田 直己 様
　令和7年8月13日逝去（79才）

会 員 の う ご き
a report
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10月
OCTOBER

8月
AUGUST

9月
SEPTEMBER

 8月 4日 山形労働局「人材確保対策推進協議会」
【山形労働局】

〃 けんせつ女子ツアー＆カフェ
【ホテルメトロポリタン山形等】

 8月21日 山形県建設業協会女性部「役員会」
【県建設会館】

 8月22日 東北道路啓開協議会
【Web】

 8月26日 健康経営セミナー＆建設業総合補償制度
説明会

【山形・村山支部】

 8月27日 健康経営セミナー＆建設業総合補償制度
説明会

【西村山・最上支部】

 8月28日 健康経営セミナー＆建設業総合補償制度
説明会

【長井支部】

 8月29日 健康経営セミナー＆建設業総合補償制度
説明会

【鶴岡・酒田支部】

 9月 1日 山形県奥羽・羽越新幹線整備実現同盟
「促進大会」
【ホテルメトロポリタン山形】

 9月 2日
  ～ 4日

2級土木施工管理技術検定試験
受験準備講習会

【県建設会館】

 9月 3日 山形県建設業協会青年部連絡協議会
「企画政策委員会」
【県建設会館】

 9月 5日 置賜農業高校建設工事現場見学会
【置賜農業高校地すべり災害復旧工事等】

 9月 7日 建設業経理検定上期試験
【県建設会館】

 9月 8日 新庄神室産業高校建設工事現場見学会
【国道 13 号新及位トンネル工事等】

 9月 9日 東北ブロック専務理事会議
【ホテルメトロポリタン仙台】

〃 東日本建設業保証㈱
「入職後フォローアップ研修」
【宮城県建設産業会館】

〃 1級土木施工管理技術検定試験
（第二次検定）受験準備講習会
【県建設会館】

 9月16日 山形県建設業協会「支部職員担当者会議」
【県建設会館】

 9月17日 東北建設業青年会「役員会」
【宮城県建設産業会館】

 9月18日 全国建設業協会「労働委員会」
【東京建設会館】

〃 やまがた未来共創会議
【山形県庁】

 9月24日 全国建設業協会「協議員会」
【東京プリンスホテル】

〃 建設DX講習会
【県建設会館】

 9月30日 生コン工場の立入監査
【新庄生コンクリート】

10月 1日 山形県建設業協会青年部連絡協議会
「部長会」
【県建設会館】

10月 2日 建設DX講習会
【県建設会館】

10月 7日 東北建設業協会連合会「理事会」
【ホテルメトロポリタン仙台】

〃 東北地方整備局と連合会・品確安全協議会
合同意見交換会

【ホテルメトロポリタン仙台】

〃 10/7～ 9　建設業経理事務士 3級特別研修
【県建設会館】

10月 8日 東北地方工事安全施工推進大会
（SAFETY2025）
【日立システムズホール仙台】

10月 9日 山形県産業資源循環協会「理事会」
【パレスグランデール】

10月10日 山形県建設業協会「業務執行拡大会議」
【県建設会館】

〃 山形県建設業協会「理事会」
【県建設会館】

10月13日 中学生建設ツアー
【東根市内等】

10月20日 東北ブロック会長会議
【ホテルメトロポリタン盛岡 NEWWING】

〃 地域懇談会
【ホテルメトロポリタン盛岡 NEWWING】

〃 東北建設業協会ブロック会議
【ホテルメトロポリタン盛岡 NEWWING】

10月23日 北海道・東北ブロック加入・履行促進支部
事務担当者会議

【ホテルメトロポリタン秋田】

10月24日 建設振興策に関する要望活動
【山形県庁】

〃 土木工事積算実務講習会
【県建設会館】

10月31日 山形県県土整備部建設DX推進協議会
【県建設会館】




